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紫野高校について
京都市内北通学圏の公立の普通科高校（市立高校）

類系制：
Ⅰ類（学力充実コース）５クラス（習熟度クラス１クラス含む）

Ⅱ類（学力伸長コース）２クラス（理数系１クラス・人文系１クラス）

Ⅲ類（個性伸長コース）２クラス（英文系：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺｰｽ・ｻｲｴﾝｽｺｰｽ）

＜ 紫野高校の特徴 ＞
『自由と規律』の校是・校風

「２１世紀を自分で歩く」

前後期制の早期導入と多彩な行事

国際交流
オーストラリア姉妹校との交流（短期・長期交換留学）（1989～）
インターネット・ＴＶ会議交流校（Ⅲ類英文系) （1993～)

＜＜ 平成１７年度の行事 ＞＞
（生徒会主催行事）
球技大会・学園祭・体育祭・百人一首大会・マラソン大会
校内討論集会

（スーパーコンパスプロジェクト講座）
講演会『聴覚障害者の暮らしと社会』
先端科学施設見学
講演会『屋久島の自然』
外務省講演会「本当の国際化とは何か『君たちの可能性』」
講演会「『私の職業観』～ビールづくりを通して～」
講演会『地球にやさしい社会とは』
講演会「『美しい島（ちゅらしま）沖縄』
講演会「『中国文化・風習紹介と国際交流の必要性』胡弓演奏」
講演会「介助犬『盲導犬とともに』」
『源氏物語』宇治フィールドワーク
ワークショップ『狂言を知る』
ワークショップ『俳句の授業』
ワークショップ『能の世界に親しむ』
講演会『ナノとミクロの形で機能を創る新しいサイエンス』
ワークショップ『唐詩を学び、楽しむ』
『私のしごと館』研修
京都府立大学体験学習

（英語科・国際交流部関連行事）
１年英文系英語合宿・２年英文系ＡＰＵ合宿
短期留学派遣・受け入れ（１，２年Ⅰ，Ⅱ類）
紫野杯英語スピーチコンテスト（全類系）
海外語学研修（１年英文系）



これまでの取り組み
2006年の夏前に、新コース設置が決定される 。

2006年９月から、新コースの具体的な設計・課題を理科教員、
英語科教員、教務部長、校長などでディスカッション。

2006年12月から、西之園先生の指導・助言のもと、c-learning
システムを利用した教員の校内研修の開始、教員の協調自
律学習のチーム作り。

教員がブレーン・ストーミングを行い、現行の教育活動の課
題点と解決策を議論する。付箋を使って観点を整理し（KJ
法）、その結果をc-learningサイトにアップ。

2006年３月、新コースの３年間のカリキュラム・学校行事の流
れ、有機的関連性を整理。

2007年度に入ってからは、2008年度実施予定の2年次授業、
「サイエンスセミナー（通年週2時間の総合の時間）」のカリ
キュラム開発に焦点を当てて取り組み、現在にいたる。



現在の私たちの取り組みと今後の課題
新コースの授業「サイエンスセミナー」では、
①自然研究の態度育成
②観察・実験データの収集と数理的処理能力の育成
③英語による学習内容の理解
④英語でのプレゼン力育成

を目標に設定。

英文系の英語学習において従来から行わせてきた活動(協調自律的な
要素が多く含まれている。) の蓄積を生かして、「サイエンスセミナー」に
おいても、協調自律的な要素の導入を検討中。

生徒にどのような研究分野を提示するか、生徒が主体的に研究に取り組
む工夫、などの課題。

学習アプローチが大きく異なる２つの教科（理科，英語科）で今後どのよ
うに意見をまとめあげて共同で具体的なカリキュラムを開発していくかが
課題。

理科的な総合の時間の学習において、協調自律型学習がうまく機能する
のか、という不安・疑問。













資料７：配布教材例


